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明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては佳き新年をお迎え

になられたことと心よりお喜び申し上げます。

2011 年の嬉しかった出来事としては、何より 50 周年記念事業を盛大に行うことが

できたことです。11 月 18 日の夕方に 50 周年記念式典、記念祝賀会、19 日の午前中

に 50 周年記念の国際シンポジウム、お昼に外国からのお客さんを招待しての会長主

催の昼食会を開催しました。50 周年を迎えることができましたのも、設立者である

故吉田富三先生、故太田邦夫先生、江頭靖之先生、故西山保一先生、石川栄世先生、

故福田芳郎先生、故遠城寺宗知先生、鈴木　実先生、牛込新一郎先生、長村義之先生、

諸星利男先生、橋本　洋先生といった歴代の会長をはじめとする理事・役員の先生方、

会員の皆様のお陰があったればこそと大変感謝している。中でも第 57 回秋期病理学

会を会長として開催された IAP 日本支部前々会長の諸星利男先生、昭和大学の病理

学教室の皆様方のご協力があったればこそと深く感謝申し上げます。この事業の内容

については後程お知らせしたいと思います。50 周年記念誌の発行だけが遅れ、これ

は 50 周年記念式典などの模様を掲載しようとの意図からのためです。春には発行し

たいと考えています。

2012 年の年頭にあたって
IAP日本支部会長　松原　修（防衛医科大学校　病態病理学講座）

松原会長挨拶（IAP日本支部５０周年記念式典）
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第 7回Asia-Pacific IAP Congress が Shih-Min Jung 先生を

会長に、5 月 20 － 24 日台湾の台北で開催されました。IAP

台湾支部からの依頼により多くの日本支部会員が speaker と

して、moderator として参加され、Congress を盛り上げるの

に大いに役立ったと思います。台湾と日本との親密な関係を

より深くできたかなと思うと同時に、他のアジアの国々の先

生方とも交流をもててよかったと思います。よい気候に恵ま

れ、おいしい台湾料理を楽しみ、大変親日的なムードを感じ

られたのではないでしょうか。第 8回は韓国の釜山、第 9回

はオーストラリアのシドニー（？）での開催予定です。

USCAP第 100 回 Annual Meeting が、2011 年 2 月 26 日－

3月 4日に、テキサス州サンアントニオのHenry B. Gonzales 

Convention Center で開催されました。第 100 回の何か特別

な行事があるのかとちょっと期待しましたが、ジャズの様な

音楽ばかりで、まあこんなものかと思いました。しかし、東

大からHarvard 大へ留学している荻野周二先生が日本人（ア

ジ ア と し て も？） と し て 初 め て Ramzi Cotran Young 

Investigator Award を受賞されたことは誠に誇らしいことで

した。

第 12 回日韓合同スライドが Shin-Kwang Khang 教授会長

のもとにDaejon（太田市）のYousun Hotel で開催されました。

10 月 28 日（金）の午後が IAP conference で、29 日（土）

の午前中は第 9回骨軟部、第 5回肺病理、第 4回腎病理と初

めて内分泌病理が始まりました。午後はバスツアーで百済最

後の都・泗 があった Buyeo（扶余）を案内してもらった。

国立扶余博物館では 70 歳以上にみえる方が、昔日本軍だっ

たそうで、とてもきれいな日本語で百済の王族と日本の皇室

の深い関係を説明してくれ、韓国と日本はもっともっと助け

合っていかなければいけないと言われたのが大変印象的でし

た。

2012 年にも数々の大きいMeeting が予定されています。第 101

回 USCAP Annual Meeting が 3月17日－23日にVancouver

で開催されます。http://www.uscap.org/home.htm で詳細を

ご覧ください。この学会での教育システムはこの上なく程度

が高く、年々日本からの若い参加者が増えていることは嬉し

いことです。火曜日の夜の Japan night も定着してきていま

す。これから日本の外科病理学を担っていく多くの病理医が

積極的に参加されることをお勧めします。

第7回Asia Pacific Society for Molecular Immunohistochemistry

（APSMI）が 5月23－25日にバリ島で開催されます。APSMIの

会長はタイの Pongsak Wannakrairot 教授で、Congress 会長

はインドネシアの Evlina Suzanna 教授です。南国のリゾー

ト地でアジアの病理医との交流が楽しみです。

第 29 回 IAP 国際会議が南アフリカのケープタウンで開催

されます。会長はMartin Hale 教授です。かなり遠方ですが

大勢の方のご参加を望みます。大変風光明媚で、心配な治安

もいいそうです。

第 4回日台合同スライドカンファレンスは 2012 年に東京

開催です。10 月 26 － 27 日に（公財）がん研究会がん研究所

病理部々長の石川雄一先生を会長に東京都江東区有明のがん

研で開催されます。羽田空港とディズニーランドに近いロ

ケーションです。スケジュールに組んでおいて頂けると有難

いです。

2011 年はどうしたことか悲しいことが続きました。東日本

大震災に福島原発事故は本当に不幸な出来事で、いまだ復旧

が遅々として進まないのは誠に残念です。我々の身近なこと

としては次期会長の佐野壽昭先生が 2月 10 日に亡くなられ、

続いてAntony Leong 先生が 6 月 3 日に亡くなられました。

佐野先生は徳島大学の定年を待たず、上京されて「今からは

好きな下垂体の仕事に専念する」と喜んでいられたのに誠に

IAP日本支部５０周年記念式典集合写真
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残念です。Leong 先生にはクアラルンプールのAPSMI でお

会いし、50 周年記念式典に招待し、快諾されました。亡くな

る寸前に「病気のために日本には行かれそうにないとメール

を頂き驚いたと同時に残念でたまりません。アジア人の病理

の牽引者であり、アジア人への愛情の大変強い先生だったと

思われます。また、Bernd W Scheithauer 先生も 9 月 19 日

に突然亡くなられました。湘南セミナーに来ていただき、広

瀬隆則先生と一緒に講演されたことは皆さんも記憶されてい

ると思います。悲しいことは本当に突然やってくるものです

ね。

今年度から、後任の次期会長に中谷行雄先生（千葉大）が

就任されました。加えて黒田　誠先生（藤田保健衛生大学）

再任と石川雄一先生（（公財）がん研究会がん研究所病理部）

新任に理事として加わってもらいました。50 周年を迎えた後、

他の役員の先生方々と一緒に今後の 50 年を展望して、IAP

日本支部活動が楽しく明るく、益々発展できますよう努める

所存であります。会員の皆様にはお気づきの点、提案、叱責

など気軽にご連絡下さい。

IAP日本支部会長　松原　修

（防衛医科大学校　病態病理学講座）

IAP 日本支部 50 周年記念式典について

第 57 回秋期日本病理学会の終了後、直ちに 50 周年記念式

典が開催された。場所は日本教育会館 3階の大ホールである。

6時過ぎに加藤良平常任幹事（山梨大）による開会宣言が行

われ、司会者としてBostonのMassachusetts General Hospital 

and Harvard Medical Schoolの准教授のMari Mino-Kenudson

先生が紹介された。彼女には IAP 日本支部のアメリカ大使

Ambassador of JDIAP in USAを務めて貰っている。

最初に会長の松原　修が President remark を述べ、次に

下記の順番で祝辞が述べられた。

Prof. Katsuyuki Aozasa, President, Japanese Society of 

Pathology

Prof. Insun Kim, President, Korean Society of Pathologists

Prof. Moon-Ho Yang, Former President, Korean Division of 

the IAP

Prof. Shih-Min Jung, President, Taiwan Division of the IAP

Prof. Robert Eckstein, Vice President, Australasia, 

Prof . Pongsak Wannakrairot , Next-next President, 

International Congress of IAP

青笹先生は（社）日本病理学会理事長としてご出席をお願

いした。

韓国からは馴染み深いKim先生が会長として祝辞を述べら

れ、Moon-Ho Yang 先生はきれいな日本語で祝辞を述べられ

た。Yang 先生のこの会への思い入れは相当なもので、わざ

わざ外国人用に英語原稿の handout も用意された。

Shih-Min Jung先生は台湾と日本の友好の証にとLiuligongfang

（琉璃工房）のガラスの置物をプレゼントされた。実物は

reception の時に展示したが、写真を掲載する。台には「IAP

日本支部設立 50 周年紀念　大業並舉　IAP 台灣支部　賀　

2011 年 11 月 18 日」と彫られていた。同封のカードに

「大業並舉　　一元二立　天高地濶；事事砥礪　磐堅如山

　功成大業萬古心。」

その英訳と思われるもの“Grand Achievement Lifted One 

gives birth to two, As heaven and earth stretch far and 

wide. Worked to grueling perfection, Steady as the 

mountain, Grand achievement runs deep.”

と記載されていた。きっと深い意味があるものと思われる。

今度Kuo 先生か Jung 先生にたづねてみようと思う。ご存知

の方があれば教えてください。

Robert Eckstein 先生はアボリジニの描いた絵を持ってこ

られた。アボリジニの絵画はその背後に物語をもっていて、

ドリーミングと呼ばれるもので、土地と先祖、精霊の本質と

もなる創造神話であり、アボリジニの心象風景であり、地図

であったりするのだそうです。文字を持たないアボリジニに

とって絵画は情報伝達のツールであり、生きる術やドリーミ

ングを描いて伝承してきたといわれています。正直縦横左右

が分からず、どのようなメッセージを伝えているのか分りま

せん。これも写真でお見せしたいと思います。

Prof. Pongsak Wannakrairotは Jim Thompsonのシルクの額

にメッセージを入れてくれました。そこには、“IAP THAILAND  

Congratulations for the Achievement of the JDIAP and Five 

Decades  o f  i t s  Cont inuous  Contr ibut ions  to  the 

Advancement in the field of Pathology”と書かれていました。

これも写真でお見せします。

最後に次期会長の中谷行雄先生（千葉大）が閉会の辞を述

べられた。その後、会場で集合写真が撮影された。次にみん

な 9階の祝賀会場にエレベーターで移動した。

IAP 日本支部
50 周年記念事業のご報告

Shin-Min Jung 先生（台湾支部）がガラスの置物寄贈
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IAP 日本支部 50 周年祝賀会について

祝賀会の司会は清川貴子先生にお願いした。華やかな和服

姿で流暢な英語を話された。最初は松原のOpening address

から始まり、Congratulation address はドイツのEurope Vice 

PresidentのProf. Günter Klöppelが話され、次にPast President, 

Taiwan Division of the IAP の Prof. Tseng-tong Kuo が話さ

れた。お二人とも日本に友人も多いし、大変馴染みの深い先

生であり、日独、日台の友好と 50 周年のお祝いを話された。

IAP日本支部が本当にお世話になり、名誉会員でもある Prof. 

Stevens G. Silverberg に乾杯の音頭を取っていただき、歓談

となった。途中、津軽三味線の迫力ある演奏があり、外国か

らの招待者も喜んでいられる様子であった。清川先生が津軽

三味線は猫の皮でなくて犬の皮から作ると説明したり、

Silverberg 先生が五所川原に住んでいられることもあって、

外国の方々にきちんとした理解のために津軽三味線の歴史、

現状、音楽的価値などについてmini-lecture を行われた。そ

のあと、歴代の会長の speech が鈴木　実先生、牛込新一郎

先生（元 IAP本部会長）、長村義之先生Vice President, Asia、

諸星利男先生Congress President of the 57th Autumn Meeting 

of JSP、橋本　洋先生 Past President, JDIAP の順番で行われ

た。また、IAP 日本支部が長年、湘南セミナーなど何かとお

世話になっているサクラファインテック（株）社長の石塚　

悟さんからも祝辞を頂いた。われわれにお馴染みの近藤　恵

さんにも参加していただいた。第 2回目の津軽三味線演奏の

あと、加藤常任幹事の一本締めで、祝賀会はお開きとなった。

終始和やかな雰囲気の祝賀会であった。

IAP 日本支部 50 周年記念国際シンポジウムについて

11 月 19 日（土）の午前中に、慈恵医大の格調高い作りの

Robert Eckstein 先生（オーストラリア支部）がアボリジニの絵画寄贈

司会の清川貴子先生

挨拶する松原会長

津軽三味線演奏

Pongsak Wannakrairot先生（タイ支部）がメッセージ入りのシルク
の額寄贈
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高木講堂で開催された。Moderator は長村先生と Silverberg

先生が務められた。プログラムを以下に示す。フロアーから

も活発な意見がでて、中々の盛り上がりであったように思う。

Speakers：

1．Neuroendocrine tumors：WHO Classification 2010

　　　 By Günter Klõppel, M.D., Professor of Pathology, 

Technical University München, Germany

2． Liver lesions in surgical pathology ‒ other than 

hepatocellular carcinoma

　　　 By Robert Eckstein, M.D., Professor of Pathology, 

Pacific Laboratory Medicine Services, Royal North 

Shore Hospital, Australia

3．Diagnostic clue in breast Pathology

　　　 By Takuya Moriya, M.D., Professor of Pathology, 

Kawasaki Medical School

4．IgG4-related systemic disease

　　　 By Giuseppe Zamboni, M.D., Professor of Pathology, 

University of Verona and Ospedale Sacro Cuore-Don 

Calabria, Italy

5．Pancreatic cancer：WHO Classification 2010

　　　 By Nobuyuki Ohike, M.D., Associate Professor, Showa 

Univ., for N Volkan Adsay, M.D., Professor of 

Pathology, Emory University, USA

お昼の Business Meeting

岩政輝男先生（琉球大）と長村義之先生（国際医療福祉大）

に IAP 日本支部功労賞、恒吉正澄先生（九州大・名誉教授）

に IAP日本支部 Silverberg 病理診断教育賞を表彰した。

Silverberg 先生の冠をつけた賞なので恒吉先生に Silverberg

先生から渡してもらおうと思っていたら会場にいらっしゃら

ないので大慌てで探し出して表彰してもらったというエピ

ソードもありました。ただ、岩政はご都合で出席されず、後

日郵送となった。2011 年度 IAP 日本支部・病理診断学術奨

励賞には孝橋賢一先生（九州大学大学院医学研究院形態機能

病理学）、牛久哲男先生（東京大学医学部附属病院病理部）

と立石陽子先生（都立駒込病院病理科）が選ばれ、表彰状と

10 万円の副賞の表彰を行った。

The JDIAP 50th Anniversary Presidential Lunch について

芝のとうふ屋「うかい」にて外国からの招待者を囲んで役

員ともども、約 25 人ほどで会長招宴昼食会を行った。素晴

らしい日本庭園を窓から見ながら、おいしい日本料理とおい

しい日本酒、白ワインを堪能した。外国の先生方も大変喜ん

でいただいたと信じている。この昼食会で 50 周年記念の事

業は無事に終わった。残りは記念誌の発行である。

Congratulations on 50th Anniversary of the Japanese 

Division of IAP! It is our great honor and pleasure to 

organize this memorial International Symposium at the 

occasion of 50th Anniversary.

The speakers of this international Symposium on surgical 

pathology are all internationally well known pathologists in 

their fields of expertise. The Symposium is designed to 

provide “updated” information on（1）neuro- endocrine 

tumors （NET）,（2）hepatic tumors,（3）breast tumors,（4）

IgG4- related diseases,（5）pancreatic cancers. All of these 

areas, as you know, contain “hot topics” with which the 

practicing pathologists should be adequately acquainted. 

The topics（1）（2）（6）include new WHO tumor 

classification and we believe it is very timely to discuss. 

Recently, as it is well aware, the role of surgical pathology 

has been more emphasized in patient case, not only for 

diagnosis, but for prognosis and appropriate therapies. 

Therefore, it is very important for practicing surgical 

pathologists to be exposed to updated information and 

utilize it in their daily practice. 

Lastly, we would like to acknowledge that we are 

indebted to Professor Toshio Morohoshi, Congress President 

and Professor Osamu Matsubara, President of the Japanese 

Division of IAP, to invite these excellent speakers to this 

Memorial International Symposium. 

We do hope that everybody will enjoy the Symposium 

and take very important and practical messages home with 

you. 

　　　　　　　　　　　　　　Robert Y. Osamura, MD

　　　　　　　　　　　　　　Stevens G. Silverberg, MD

日時：平成 23 年 11 月 19 日（土）　9：00 － 17：30

場所：東京慈恵会医科大学・新橋キャンパス

第 57 回日本病理学会秋期特別総会に続く 11 月 19 日の土

曜日に、東京慈恵会医科大学において、2011 年度の第 51 回

病理学教育セミナーが開催されました。開催にあたっては東

京慈恵会医科大学病理学の羽野　寛教授（2011 年病理学教育

セミナー実行委員長）、鷹橋浩幸准教授をはじめとして同教

室の皆様に大変なご協力をいただき、感謝申し上げます。会

The 50th Anniversary Symposium
Surgical Pathology Update 2011

2011 年度の
病理学教育セミナー開催される
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場は前日まで行われていた会場とは異なったものの、JRの新

橋駅をはじめ、都営三田線の御成門駅、日比谷線の神谷町駅、

銀座線の虎ノ門駅からも近く、受講者からはアクセスがよい

と好評でした。

当日の天候は雨であったにもかかわらず、今回は IAP の

50 周年ということで海外から多くの講師を招いたこともあり、

多数の方々の参加がありました。午前の教育シンポジウムで

は、会場は満席の状態でした。Dr. Adsay の講演が予定され

ていましたが、スポーツ外傷のため出席できなくなり、急遽、

以前Dr. Adsay のところに留学されていた昭和大学医学部の

大池信之先生に代役を務めて頂き、教育セミナーを無事終了

することができました．午後のスライドセミナーでも、のべ

約 570 の参加者となり、大盛況となりました。シンポジウム

のモデレーター、演者、また、スライドセミナーの講師の先

生方にはご協力いただき深く感謝申し上げます。

主題： Surgical Pathology Update 2011（IAP 日本支部設立

50 周年記念）

モデレーター： 長村　義之（国際医療福祉大学教授・病理診

断センター長　三田病院）

　　　　　　　 Stevens G. Silverberg（Professor Emeritus, 

Department of Pathology, University of 

Maryland, USA）

1．Neuroendocrine tumors：WHO Classification 2010

　　　 Günter Klõppel （Department of Pathology, Technical 

University München, Germany）

2．Neoplastic liver disease：WHO Classification 2010

　　　 Robert Eckstein（Pacific Laboratory Medicine 

Services, Royal North Shore Hospital, Australia）

3．Diagnostic clue in breast Pathology

　　　 Takuya Moriya（Department of Pathology, Kawasaki 

Medical School）

4．IgG4-related systemic disease

　　　 Giuseppe Zamboni（Department of Pathology, 

University of Verona and Ospedale Sacro Cuore-Don 

Calabria, Italy）

5．Pancreatic cancer：WHO Classification 2010

　　　 N Volkan Adsay （Department of Pathology, Emory 

University, USA）（代理：昭和大学医学部　大池信之）

司会の長村教授とSilverberg教授

講演するGiuseppe Zamboni教授

講演するRobert Eckstein教授

講演するGünter Klöppel教授
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IAP 日本支部総会　12：00 － 13：00
今年で廣瀬先生、長尾先生のスライドセミナーが終了とな

りましたが、3年間ありがとうございました。また、今回は

新規のコースが 4つ（鷹橋先生、安田先生、泉先生、小田先生）

あり、なかには受付早々より定員に達するコースもありました。

スライドセミナー　13：15 － 17：30（以下、敬称略）
1 時限目　13：15 － 15：15

*A-1
前立腺癌 ―良悪性の鑑別を中心に―
鷹橋 浩幸（東京慈恵会医科大学病理学講座）

*B-1
卵巣腫瘍の病理
安田 政実（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

C-1
唾液腺腫瘍の病理 ―新WHO分類を踏まえて―
長尾 俊孝（東京医科大学人体病理学講座）

D-1
大腸ポリープの病理診断
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

2 時限目　15：30 － 17：30

*A-2
皮膚色素性病変の病理診断
泉 美貴（東京医科大学医学教育学講座）

*B-2
骨腫瘍の病理
小田 義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理学）

C-2
神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）
廣瀬 隆則（徳島県立中央病院病理診断科）

D-2
乳腺針生検の病理診断
森谷 卓也（川崎医科大学病理学 2）

事前送付資料はすべてバーチャルスライド（DVD-R）とな

り、スライドセミナーの登録も昨年より IAP日本支部のホー

ムページ上で行われるようになり、よりスムーズな運営がで

きるようになりました。

2012 年度の IAP 日本支部教育セミナーは、2012 年 11 月

24 日の土曜日に名古屋大学で開催の予定です。今後も少しず

つ改良を重ねて、より充実したセミナーを開催していきたい

と考えています。どうかよろしくお願い致します。

（文責：清水　道生）

<プログラム>

The 12th Korean-Japanese Conjoint Slide Conference of 

International Academy of Pathology（IAP） 

Section 1：2011.10.28（Friday）Yousung Hotel, Daejon

13：00 ～ 14：15 Registration

14：15 ～ 14：30 Welcome remarks

 Opening address

  Insun Kim, M.D. President of the 

Korean Division of IAP

  Osamu Matsubara, M.D. President of 

the Japanese Division IAP

 Welcome address

 Shin Kwang Khang, M.D. 

  Conference President of the 12th 

Korean-Japanese Slide conference

 Introduction of Korean participants

 Shin Kwang Kang, M.D.

 Introduction of Japanese participants

 Ryohei Katoh,M.D.

14：30 ～ 15：30 Part 1（4 cases, 2 cases each）

15：30 ～ 15：50 Coffee break

15：50 ～ 16：50 Part 2（4 cases, 2 cases each）

17：50 ～ 18：30 Special Lecture, 

  Chair：Yong Koo Park, M.D. Kyunghee 

University Medical Center, Seoul.

  Lecturer：Eduardo Santini-Araujo, 

M.D.（Argentina）

18：30 ～ 18：40 Photo time

第12回日韓合同スライドカンファレンス
（2011年10月28日－29日、韓国・太田市）

講演する大池信之講師

 講演する森谷卓也教授



8

18：40 ～ 20：30 Welcome Banquet

Section 2：2011.10.29（Saturday）Yousung Hotel, Daejon

8 ：00 ～ 8 ：30 Registration

8 ：30 ～ 11：30 Slide Conference

Companion meetings

The 9th Korean-Japanese Society of Bone & Soft Tissue 

Tumor Pathology

The 5th Korean-Japanese Society of Pulmonary Pathology

The 4th Korean-Japanese Society of Renal Pathology

The 1st Korean-Japanese Society of Endocrine Pathology

病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して送られる賞

であり、2011 年は 6名の応募がありました。選考委員会にて

以下の 3名（50 音順）が選出されました。牛久哲男先生（東

京大学医学部附属病院病理部）、孝橋賢一先生（九州大学大

学院医学研究院形態機能病理学）、立石陽子先生（都立駒込

病院病理科）。本賞の授賞式は IAP日本支部第 51 回総会にて

（2011 年 11 月 19 日於東京慈恵会医科大学）執り行われました。

IAP日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　吉野　正

【2011 年度 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞受賞者】

（敬称略）  　

氏　名：牛久　哲男

所　属：東京大学医学部附属病院　病理部

推薦論文： SALL4 represents fetal gut differentiation of 

gastric cancer, and is diagnostically useful in 

distinguishing hepatoid gastric carcinoma 

from hepatocellular carcinoma 

American Journal of Surgical Pathology, 34：

533-540, 2010

氏　名：孝橋　賢一

所　属：九州大学大学院医学研究院　形態機能病理学

推薦論文： Reduced expression of SMARCB1/INI1 

protein in synovial sarcoma 

Modern Pathology, 23, 981-990, 2010

氏　名：立石　陽子

所　属：都立駒込病院病理科

推薦論文： Pathological prognostic factors predicting 

lymph node metastasis in submucosal invasive

（T1）colorectal carcinoma  

Modern Pathology, 23, 1068-1072, 2010

功労賞：岩政輝男先生、長村義之先生

Silverberg 病理診断教育賞：恒吉正澄先生

＊ 以上の先生方が受賞され、第 51 回国際病理アカデミー

（IAP）日本支部総会（2011 年 11 月 19 日）にて授賞式を

執り行いました。

2011 年 IAP日本支部
病理診断学術奨励賞の受賞について

IAP日本支部功労賞、
Silverberg 病理診断教育賞について

Silverberg病理診断教育賞受賞の恒吉先生（左）

功労賞受賞の長村先生（左）

2011年病理診断学術奨励賞受式（左から吉野委員長、受賞された立石氏、
牛久氏、孝橋氏そして松原会長）
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日時：2011 年 11 月 17 日（木）　12 時～ 13 時 

場所：日本教育会館　7階　703 会議室

　　　千代田区一ツ橋 2-6-2　TEL：03-3262-7661

出席： 松原、橋本、長村、清水、黒田、中谷、吉野、岩下、

小田、岩崎、諸星、根本、白石、加藤（洋）、内藤、

加藤（良）、近藤（事務局）、河野（事務局） 

欠席：牛込、山邊、森谷、

日時：2011 年 11 月 19 日（土）　11 時 45 分～ 12 時 45 分 

場所： 東京慈恵会医科大学・新橋キャンパス 

（東京都港区西新橋 3-25-8）大学本館 2階　中央講堂

出席予定者 76 名　欠席委任状　204 名（会員 648 名中）

＊理事会および総会について議題は以下の通り

【議　　題】
報告事項：
　1． IAP 日本支部設立 50 周年記念事業について 

（1）記念式典および祝賀会 （2011 年 11 月 18 日） 

（2）国際記念シンポジウム （2011 年 11 月 19 日） 

（3）記念誌発行

　2． 庶務報告

 ・2011 年度総会について

 ・会員関係 （新入会員および会費納入状況について）

 ・協賛企業

　3． USCAP 100th Annual Meeting, Japan Night 

（2011 年 2 月 26 日－ 3月 4日）

　4．第 7回APIAP （2011 年 5 月 20 日－ 24 日 , 台湾）

　5． 第 12 回日韓合同スライドカンファレンス 

（2011 年 10 月 28 日－ 29 日、韓国・太田）

　6．2012 年開催予定国際会議・学術集会 

 ・USCAP（2012年 3月 17日－ 23日Vancouver, Canada）

 ・ 第 4 回日台合同スライドカンファレンス 

（2012 年 10 月 26 日－ 27 日、がん研・有明病院）

 ・ 第 29 回国際 IAP会議（南アフリカケープタウン）

 ・APSMI（インドネシア） 

 ・ 2012 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー 

（2012 年 11 月 24 日（土）、愛知）

　7．2011 年 News Bulletin

　8．委員会報告 

 ・ 2011 年度 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞（別紙

資料 1）

 ・ Award 委員会より功労賞、Silverberg 病理診断教育

賞について

 功労賞：岩政輝男先生、長村義之先生 

 Silverberg 病理診断教育賞 ; 恒吉正澄先生

　9． その他

 ・ 2011 年度病理診断学術奨励賞、功労賞、Silverberg

病理診断教育賞受賞式について

審議事項：
1．理事ならびに役員の改選 ：結果承認

2．次期会長 （佐野壽昭先生の後任） 人事について

3．会計報告　1）2010 年度決算報告　2）2011 年度経過報告

4．2012 年度予算案

5．2011 年教育シンポジウム（50 周年記念国際記念シンポジウム）

6．2011 年 IAP スライドセミナー

7．2012 年 IAP 病理学教育セミナー

8．その他

理事選挙の結果、黒田　誠先生（再選出）、石川雄一先生

が新理事（2012 － 2014）に選出されました。IAP 日本支部

の運営にご尽力のほどよろしくお願いいたします。

2012年IAP日本支部理事・役員
会長 松原　修

前会長 橋本　洋

次期会長 中谷　行雄

常任幹事 加藤　良平

教育担当 清水　道生

理事 吉野　正

理事 岩下　明徳

理事 森谷　卓也

理事 小田　義直

理事 黒田　誠

理事 石川　雄一

会計監事 岩崎　宏

事務局担当 近藤　哲夫

 河野　嘉代子

IAP本部

元会長 牛込　新一郎

副会長 長村　義之

2011 年 IAP日本支部第 3回理事会

第 51 回 国際病理アカデミー（IAP）
日本支部総会

IAP日本支部新理事・役員一覧
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IAP日本支部理事指名委員会
委員長 橋本　洋

副委員長 諸星　利男

委員 根本　則道

委員 岩崎　宏

委員 白石　泰三

IAP日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会
委員長 吉野　正

副委員長 岩下　明徳

委員 内藤　善哉

委員 小田　義直

委員 石川　雄一

外部委員

　日本病理学会から 1名

　日本臨床細胞学会から 1名

事務局 加藤　良平

IAP日本支部・Award（賞）委員会（学術奨励賞以外）
委員長 長村　義之

副委員長 加藤　洋

特別顧問 山邊　博彦

委員 牛込　新一郎

委員 松原　修

委員 諸星　利男

会期：2012 年 3 月 17 日－ 23 日

場所： Vancouver Convention Center, Vancouver, BC, 

Canada

＊詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.uscap.org/home.htm

USCAP Vancouver Japan Night 

日時：2012 年 3 月 20 日　午後 6時から 8時

場所： Pan Pacific Vancouver、Oceanview Suite 2 

（APIAP reception が午後 5時から　Oceanview Suite 

6 で同時に行われる）

会期：2012 年 5 月 23 日－ 25 日

場所：Murcure Resort Sanur- Bali、Indonesia 

会期：2012 年 9 月 30 日－ 10 月 5 日

場所：南アフリカ・ケープタウン国際会議センター

会期：2012 年 10 月 26 日（金）－ 10 月 27 日（土）

場所：（公財）がん研究会がん研究所　吉田講堂

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
2012 年 News Bulletin No.1 をお届けします。この号では、

昨年の 11 月に行われました IAP日本支部設立 50 周年記念事

業（記念式典、祝賀会、国際シンポジウム）に紙面の多くを

さきました。それぞれの記念事業が IAPとしての国際的な特

色を十分に発揮し、また会員各位のご協力のもとに盛会裏に

終了することができたことを、紙面をもって報告させていた

だきました。この 50 周年をランドマークとして、IAP 日本

支部のさらなる発展を祈念したいと思います。

本年も IAP 日本支部では、5月のAPSMI（バリ島）、9月

の IAP 国際会議（ケープタウン）、10 月の日台合同カンファ

ランス（東京）、11 月の教育セミナー（名古屋）などが予定

されていますが、News Bulletin では、順次その情報をお伝

えさせていただくとともに、｢備忘録｣ として忠実にその様

子を記録できればと思います。

本年もNews Bulletin をよろしくお願い申し上げます。

* 事務局より : メールアドレス、所属先等、登録内容に変更が

ございましたら下記事務局アドレスまでお知らせください。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110

山梨大学医学部人体病理学講座

加藤良平 /近藤哲夫 /河野嘉代子

Tel：055-273-9529/Fax：055-273-9534

E-mail：jdiap-med@yamanashi.ac.jp

Upcoming Meeting

USCAP 2012 Annual Meeting

第 7 回　APSMI 

第 29 回国際 IAP会議

第 4回日本・台湾合同
スライドカンファレンス


